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昭和44年5月 1日(1) 

O 

(

こ

こ

を

と

じ

¥
て

く

だ

さ

い

)

d 

5月5日は、こど もの日で国民の祝

日です。またこの日は、男子のお祝い

をする端午(たんご)の節句でもあり

ます。

この行事は、もともと中国からはい

ってきたもので、むかしは、 5月5日

に菖蒲〔しようぶ〉やよもぎを門のと

ころに飾って、病気やわざわいがはい

ってくることを防ぐまじないとしまし

た。

こどもの日は、昭和26年に児童憲、章

が制定され、こどもを大切にし、立派

になってもらうという考えで生まれま

した。わたしたちおとなは、児童憲章

にうたわれてあるような幸福な生活が

どのこどもにも与えられるよう、努力

したいものです。

5 月 5 日 ~5 月 11 日

児童 福祉 週間

児童権利宣言が国際連合において採

択されてから満10年を迎えます。これ

を契機として、わが国における児童の

権利を守るため「みんなで守ろうこど

もの権利Jrこどものしあわせおとな

のっとめJ r世界がまもる児童の権利

」という標語のもとに、 5月5日から

5月11日までを「児童権利宣言問周年

記念児童福祉週間」として、全国的に

運動がおこなわれます。

「みんな守ろうこどもの権利J

円E
d
 

ubs 

立
ロ価定行発門口

円
H
U

つ
L

口
μ臼回

円
ペ
U月毎

五

の

解

説

五
月
の
和
名
を
「
さ
っ
き
」
と
い
い

ま
す
。
奥
儀
抄
と
い
う
古
い
太
に
「
五

月
、
田
う
う
る
(
植
)
こ
と
さ
か
り
な

る
故
に
、
早
苗
月
(
さ
な
え
っ
き
〕
と

い
う
を
誤
ま
れ
り
」
と
あ
り
、
こ
の
説
可

が

一

般

的

で

す

。

諒

一
説
に
は
、
五
月
は
山
や
川
あ
る
い
吻

は
海
で
た
く
さ
ん
の
獲
物
が
と
れ
る
こ
劃

と
か
ら
、
こ
の
獲
物
を
幸
(
さ
ち
)
と
種

い
い
、
「
さ
っ
き
」
は
「
幸
月
(
さ
つ
↑
に

き
)
」
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
物
日

四日

w
n
f』

さ
て
五
且
に
な
る
と
、
八
十
八
夜
と

m
'2

2

月

か
立
夏
あ
る
い
は
小
満
と
い
っ
た
こ
と
徽

4

ば
が
出
て
き
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
初
夏
物
作

初
M

M

n

〈

U

を
告
げ
る
こ
と
ば
で
す
。

mm

湘

い
ず
れ
に
し
て
も
、
や
が
て
く
る
六
物
昨

月
の
雨
季
の
前
の
一
ヶ
月
を
思
う
存

分

物

太
陽
の
光
を
満
喫
し
、
み
ど
り
の
風
を

胸
い
っ
ぱ
い
吸
い
こ
み
ま
し
ょ
う
。

¥ 
砂 、

-5月のこよみー

愛鳥週間始まる

母の日

市美術展覧会始

まる

県民総合体育大

会始まる

1 o日

1 1日

2 3日

3 1日

メーデー

八十八夜

憲法記念日

こどもの日

立夏

世界赤十字デー

日

日

日

日

日

日

4
E
E
nソ
ι
n
4
υ
F
n
d
F
n
d
n
M
U

月



(2) 
りおおむ

自
然
の
景
観
・
史
跡
な
ど
を

基
核
と
し
て
積
極
的
な
観
光
行
政
を

市政だより
昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

野岳湖野営場に

昭和44年 5月 1日

セントラルロツヂが完成

多良岳県立公園の野岳湖野営場に.セント

ラノレロツヂ(中央管理棟〉が、工費約 300万

円で完成しました。このロツヂは、木造平家

建約 100平方米で、休憩室、事務室、管理人

宿舎、倉庫からなり 、休憩室は43平方米で風

雨の時の避難所や会議宅として使用できます

こ
な
い
、
逐
次
計
画
的
に
観
光
開

発
を
は
か
り
た
い
所
存
で
あ
り
ま

す。
な
お
、
観
光
客
の
誘
致
の
た
め

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
、
観
光
案
内
地
図
な
ど
に
よ

り
、
広
く
組
織
的
な
宣
伝
を
お
こ

な
い
、
観
光
客
の
導
入
を
図
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

県
立
公
園
野
岳
野
営
場
に
つ
き

ま
し
て
は
、
県
営
事
業
と
し
て
セ

ン
ト
ラ
ル
ロ
ツ
ヂ
の
建
設
が
三
月

中
に
完
成
の
予
定
で
あ
り
、
そ
の

他
こ
れ
に
附
帯
す
る
施
設
に

つ
い

て
も
、
こ
ん
後
益
々
充
実
し
て
ゆ

き
た
い
と
存
じ
ま
ず
。

諸
般
の
体
制
を
確
立
し

そ
の
立
場
と
そ
の
力
に
応
じ
て
積

極
的
な
ご
協
力
を
期
待
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

円
、
防
犯
活
動
事
業
に
十
万
円
そ

れ
ぞ
れ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
会
社
の
創
立
十
周
年

記
念
式
典
を
取
り
や
め
、
そ
の
費

用
を
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
す

大
村
会
場
を
成
功
さ
せ
る
よ
う
努
力

国
体
の
推
進
…

各
課
に
お
い
て
も
、

協
力
態
勢

を
す
L
め
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た

と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在

ま
で
競
技
場
の
整
備
な
ら
び
に
市

民
に
対
す
る
啓
蒙
運
動
を
、
積
極

的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

こ
ん
後
も
大
会
運
営
に
対
す
る
諸

般
の
体
制
を
確
立
し
、
大
村
会
場

を
見
事
に
成
功
さ
せ
る
よ
う
努
力

い
た
し
ま
す
の
で
、
市
民
各
位
が

成
人
病
の
長
検
診
の
予
防
対
策
を
強
化

各

種

伝

朱

f

清
掃
運
動
を
も
り
あ
げ
て

「
清
潔
な
住
み
よ
い

ま
ち
」
、
つ
く
り
を

衛
生
行
政
…

と
く
に
成
人
病
で
あ
る
脳
卒
中

ガ
ン
に
つ
い
て
の
集
団
検
診
お
よ

び
赤
痢
追
放
の
た
め
の
一
斉
検
便

環
境
の
清
掃
、
各
種
伝
染
病
予
防

対
策
に
力
を
つ
く
し
た
い
と
思
い

ま
す
。そ

れ
と
併
行
し
て
衛
生
意
識
の

、4、
J
 J
 

白
河
揚
啓
蒙
に

つ
と
め
、
受
診
率
の

向
上
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
」
T
o

つ
ぎ
に
、
従
来
市
当
一
局
と
し
き

し
て
も
衛
生
害
虫
の
駆
除
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

が
、
や
は
り
市
民
の
自
主
的
か
っ

積
極
的
な
姿
勢
が
な
け
れ
ば
完
全

な
る
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

国
体
の
年
を
迎
え
市
を
あ
げ
て
の

清
掃
運
動
を
も
り
あ
け
て
、
清
潔

な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
い
た

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ノ

不
慮
の
災
禍
に
そ
な
え

未
加
入
の
人
は

さ

い

わ

い

当

市

で

も

、

地

区

衛

-

守

LSAd-EE'f

斗

9
ノ
¥
4・十
I
H
-ゾ
非
芝

生
組
織
が
活
発
な
運
動
を
展
開
し

v
J

三
〈
耳

J

て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
衛
生
害
虫
険
さ
一
百
三
十
円
也
と
」
れ

保
は
五
月
に
加
入
さ
れ
た
と
き

の
防
疫
剤
を
四
十
四
年
度
は
五
割
引

i

重
E

の
市
民
交
通
傷
害
保
険
の
保

の
助
成
を
な
し
‘
ま
た
、
強
力
な
信
一
勿到

険
料
で
す
。

煙
露
器
三
台
を
新
た
に
購
入
し
て
通

便
宜
を
は
か
り
た
い
と
存
じ
ま
す
交
最
近
の
交
通
事
情
は
、
一

民
歩
外
に
出
る
と
H

交
通
地
獄

清
掃
関
係
で
は
、
し
尿
の
終
末

7
4
円

H

ま
っ
た
く
交
通
事
故
に
あ

処
理
機
能
の
整
備
管
理
に
万
全
を

わ
な
い
と
い
う
絶
対
保
障
が
な
い

は
か
る
と
と
も
に
、
収
集
業
者
の
ォの

が
亮
状
で
す

育
成
指
導
と
相
ま
っ
て
完
壁
を
期

Zあ
な
た
は
も
う
「
市
民
交
通
傷

し
、
ま
た
.
ご
み
処
理
に
つ
き
ま

2
7

害
保
険
」
に
加
入
さ
れ
ま
し
た
か

し
て
は
、
収
集
機
能
の
整
備
強
化

だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
人
は
不

を
は
か
り
、
ピ
ー
ク
時
期
に
お
け

る
臨
時
捨
置
か
}
配
慮
し
て
、
処
理
慮
の
災
禍
に
そ
な
え
る
た
め
に
も

}

-

い

ま

す

ぐ

加

入

手

続

を

い

た

し

ま

業
務
の
万
全
を
期
し
た
い
所
存
て

し
よ
う
。

あ
り
ま
す
。

加
入
受
付
は
、
社
会
課
と
各
出

張
所
の
窓
口
で
お
こ
な
っ
て
お
り

ま
す
。な

お
、
加
入
さ
れ
ま
す
と
翌
年

の
三
月
ま
で
保
障
さ
れ
、
も
し
も

交
通
傷
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、
死

亡
五
十
万
円
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
被

害
の
程
度
で
見
舞
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
.

社
会
福
祉
事
業
資
金
に

冨
二
十
万
円
を
寄
附

大
村
耐
火
株
式
会
社
代
表
取
締

役

れ
長
平
山
慎
吾
氏
は
、
社
会

福

祉
事
業
資
金
と
し
て
、
清
和
園
に

十
万
円
、
市
保
育
所
施
設
に
百
万

¥ 

ど

国
体
の
年
を
迎
え
啓
蒙
宣
伝
に
努
力

こ
の
機
会
に
観
光
関
係
者
を
は
じ

め
、
一
般
市
民
に
対
し
ま
し
で
も

観
光
資
源
の
有
効
な
保
護
利
用
と

こ
れ
に
対
す
る
認
識
お
よ
び
観
光

事
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
協
議
会
を
開
催
し
、
観
光
概
念

の
普
及
啓
蒙
を
は
か
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

本
年
は
、
と
く
に
関
係
機
関
の

協
力
を
得
ま
し
て
観
光
診
断
を
お

観
光
行
政
…

当
市
の
自
然
の
景
観
、
史
跡
な

ど
を
基
核
と
し
て
、
交
通
関
係
機

関
、
観
光
協
会
、
商
工
会
議
所
そ

の
他
協
力
団
体
機
関
と
と
も
に
積

極
的
に
行
政
を
お
し
す
L

め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

国
体
の
年
を
迎
え
、
と
く
に
啓

蒙
宣
伝
に
力
を
注
ぎ
、
な
お
か
つ
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鈴

田

殉

教

地

り

で
そ
れ
ぞ
れ
殉
教
し
ま
し
た
。

鈴
田
釜
川
内
(
陰
平
郷
)
の
牢
は
急
造
の
た
め
、
生
活
も

宮
崎
新
田
と
呼
ば
れ
る

一
角
の
き
わ
め
て
悲
惨
な
も
の
で
あ
っ

小
高
い
丘
の
上
に
、

宮
崎
牢
屋
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

跡
が

あ

り

ま

す

。

記

念

碑

は

、

昭

和

四

十

二

年

こ
の
牢
屋
に
は
元
和
三
年
(
十
月
に
信
者
の
手
に
よ
っ
て
建

一
六
一
七
年
)
よ
り
元
和
八
年
立
さ
れ
ま
し
た
が
、

ムロ

(
一
六
二
二
年
〉
九
月
ま
で
、
座
の
一
番
上
に
は
、
三

キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
や
宣
教
師
位
一
体
(
父
、
子
、

聖

ら
が
三
十
二
名
閉
じ
こ
め
ら
れ

者
)
の
印
で
あ
る
三
っ

て
い
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
中
二
の
線
が
印
さ
れ
て
お
り

名
は
牢
死
し
、
ス
ピ
ラ
ノ
宣

教

そ

の
つ
ぎ
の
台
座
に
は

師
以
下
二
十
四
名
は
長
崎
の
西
聖
母
マ
リ
ヤ
の
印
(
三

坂
で
、
ま
た
他
の
六
名
は
大
村
位
の
神
様
よ
り
聖
母
を

お おむ市政だより(3) 

① 

/ 

要
望
に

こ
た
え
る
た
め
、
一

層
活

設
な
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
は

一
人
で
も
多
く
の
方
々
が
社
員
と

な
っ
て
参
加
協
力
を
い
た
だ
く
こ

と
が
も
っ

と
も
大
切
な
こ
と
で
す

さ
い
わ
い
大
村
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
立
派
な
成
績
を
お
さ
め
て
い

る
こ
と
を
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す

こ
と
し
も
、

各
町
総
代
の
方
々

に
よ
り
、
お
願
い
が
ま
い
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
よ
り
一

層
の
ご

理
解
あ
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。
通
じ
て
私
た
ち
の
上
に
恵
み
が

流
れ
て
く
る
と
い
う
意
味
)
で

あ
る
五
つ
の
線
と
五
つ
の
星
が

印
さ
れ
て
お
り
ま
す。

ま
た
、
上
台
の
石
は
、
鈴
田

川
か
ら
集
め
ら
れ
た
も
の
あ
る

い
は
郡
崩

(こ
お
り
く
ず
れ
)

で
知
ら
れ
て
い
る
郡
地
区

一
帯

の
海
辺
か
ら
集
め
ら
れ
た
石
で

そ
の
数
は
二

O
五
あ
り
ま
す
が

こ
れ
は
こ

O
五
名
の
福
者
に
列

せ
ら
れ
た
砲
教
者
の
印
で
す
。

今
月
の
法
律
相
談
日
は

五
月
十
五
日
ハ
木
曜
》
午
前
九
時
か
ら
で
す

場
所
市
民
相
談
室
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

新
し
い

0

0

0

0

0

0

0
 

…
行
政
相
談
員
。0

 

0

0

が
き
ま
り
ま
し
た

昭
和
四
十
四
年
度
の
大
村
市
の

行
政
相
談
員
に
、
行
政
管
理
庁
長

官
か
ら
つ
ぎ
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

大
村
市
竹
松
郷
三
七
ニ

l
ニ

山

口

秋

博

行
政
相
談
員
は、

国
や
県
、
市

町
村
な
ど
の
行
政
に
つ
い
て
、
不

平
や
不
満
を
も
っ
て
い
る
人
た
ち

の
た
め
に
、
行
政
苦
情
相
談
業
を

お
こ
な
っ
て
、
そ

e苦
情
の
受
付

一l
市
立
図
書
館
だ
よ
り
〕

新
し
い
本
が
着
き
ま
し
た
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い。

マ
書
道
三
体
字
典

(高
塚
竹
堂
)

マ
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
(
自
由

国
民
社
)
、
マ
明
治
百
年
の
歴
史

(講
談
社
)
、
マ
D
の
複
合
(
松

本
清
張
)
、
マ
代
数
学

(
藤
原
松

三
郎
)
、

マ
徴
分
積
分
学
(

H

)

マ
ク
ラ
ウ
ン
百
科
事
典

(三
省
堂

)
、
マ
日
本
地
名
大
事
典
(
朝
倉

や
解
決
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
の
内
容
と
し
て
は

思
給
、
年
金
、

軍
人
遺
族
援
護
、

国
税
、
保
険
、
登
記
、
郵
便
、
労

災
、
道
路
、
建
築
、
公
害
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

5
/
日
1
5
/初

春
の
交
通
安
全
運
動

責 l正
士Jレし
日をい
Z守交
苦ろ通
手う Jレ
日

書
庖
)
、
マ
現
代
文
学
の
発
見

(

学
芸
書
林
)
、
マ
経
済
白
書
(
経

済
企
画
庁
)
、
マ
憲
法
原
論

(橋

本
公
百
己
、
マ
積
木
の
箱

ハ三
浦

綾
子
)
、
マ
電
子
量
子
工
学
の
基

礎

(
宇
田
新
太
郎
)
、
マ
恋
歌
(

五
木
寛
之
)
、
マ
海
市
(
福
永
武

彦
)
、
マ
青
春
の
嵯
鉄
(
石
川
達

一
ニ
)
、
マ
家
の
建
て
方
(
サ
ン
ケ

イ
新
聞
社
)
、
マ
ラ
プ
ラ
ス
変
換

入
門
(
高
井
宏
幸
)
、

国
史
大
法

系
(
吉
川
弘
文
館
)
、
マ
三
匹
の ""̂内'"、内̂'"内̂'"州、〆・ー

ま
で
を
春
D
全
畠
交
通
安
全
運
動

の
期
間
と
し
て
、

，全
国
一
斉
に
い

ろ
い
ろ
の
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
ま

す。
こ
の
運
動
は
、
人
命
尊
重
の
見

地
か
ら
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底

と
く
に
、

歩
行
者
の
交
通
事
故
の

絶
滅
を
見
標
と
し
て
、
す
べ
て
の

歩
行
者
、
運
転
者
、
運
転
者
の
雇

い
主
そ
の
他
道
路
交
通
に
関
係
の

あ
る
者
に
、
交
通
安
全
思
想
の
周

知
徹
底
を
は
か
り
、
正
し
い
交
通

ル
l
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

交
通
事
故
を
追
放
し
、
安
心
し

て
通
行
が
で
き
る
あ
か
る
い
町
づ

く
り
を
す
る
た
め
に
、
運
転
者
も

歩
行
者
も
と
も
に
正
し
い
交
通
ル

ー
ル
を
守
る
よ
う
お
た
が
い
に
努

力
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

蟹
(
大
庭
み
な
子
)
、
マ
海
洋
の

事
典
(
和
達
清
夫
)
、
マ
近
代
日

本
総
合
年
表
(
岩
波
書
庖
)
、
マ

一
の
糸

(
有
吉
佐
和
子
)
、
マ
天

と
地
と
(
海
音
寺
潮
五
郎
)
、
マ

草
書
大
字
典
(
円
道
祐
之
)
、
マ

コ
γ
ピ
ュ
タ

l
事
典
(
野
村
電
子

計
算
セ
ン
タ
ー
)
、
マ
現
代
の
家

庭
医
学
(
学
習
研
究
社
)
、
マ
原

色
現
代
新
百
科
事
典
(

H

)

、
マ

日
本
紋
章
学
(
沼
田
頼
輔
)
‘
マ

会
社
職
員
録
(
ダ
イ
ヤ
モ
ソ
ド
社
)



(4) 
り

歌
会
始
の
お
題
は
「
花
」

一詠
進
期
間

9
月
1
日
1
川
月
日
日

おおむ

昭
和
四
十
五
年
歌
会
始
の
お
題

が
、
「
花」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た

古
来
歌
で
は
、
花
と
い
え
ば
桜
一

の
花
を
さ
し
ま
し
た
が
、
お
題
の

「
花
」
は
、
桜
に
限
ら
ず
草
木
の

な
ん
の
花
で
も
題
材
と
し
て
結
構

で
す
。

…
注
意
事
項

…

つ
ぎ
の
場
合
は
失
格
し
ま
す
。

①

一
人
で
二
首
以
上
詠
進
の
と
き

②
詠
進
歌
が
す
で
に
発
表
さ
れ
た

歌
と
同

一
ま
た
は
い
ち
じ
る
し

く
類
似
し
た
歌
で
あ
る
場
合
.

①
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
な
わ
れ

る
以
前
に
、
新
聞
、
雑
誌
そ
の

他
出
版
物
、
年
賀
状
な
ど
に
よ

り
発
表
し
た
場
合
。

④
代
筆
と
認
め
ら
れ
る
場
合

へ
詠

進
要
領
③
を
除
く
)

④
書
式
は
、
半
紙
を
横
に
二

つ
折

に
し
て
、
右
半
面
に

「
お
題
と

歌
」
、
左
半
面
に
住
所
、
氏
名

(本
名
、
ふ
り
が
な

っ
き
)、

生

年
月
日
お
よ
び
職
業

内
具
体
的

に
く
わ
し
く
)
を
書
く
こ
と
。

市政だより

…
諒
進
歌
の
一詠
進
要
領
…

①
詠
進
歌
は
、
一

人
一
首
と
し
未

発
表
の
歌
で
あ
る
こ

と
。

①
用
紙
は
、
半
紙
を
用
い
、
毛
筆

で
白
書
の
こ
と
.

①
盲
人
、
身
体
障
害
な
ど
は
、
点

字
で
詠
進
し、

ま
た
は
他
人
が

代
筆
し
て
も
さ
し
っ
か
え
あ
り

ま
せ
ん
。
代
筆
の
場
合
は
、
-そ

の
理
由
を
別
紙
に
書
い
て
添
え

る
乙
と

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

⑤
職
業
を
単
に
主
婦
、
無
職
、
会

社
員
、
公
務
員
、
商
業
な
ど
と

だ
け
書
い
た
場
合
。

十

日 と翠:

まし京
で の :由 :

在 j筒j
U ・

日
カ通

ら
十
月

と O 千
記 O 代 ぁi
入 γ田 iてi
の '呂 先 i
こ 内番
と 庁 一
.封 号

陪:n " 
ピ 郵
ー--， 1胆

詠番
進 号
歌 ー

東
京
都
千
代
田
区

中
小
企
業
設
備
近
代
化

資
金
貸
付
な
ら
び
に
設

備
譲
渡
の
ご
案
内

中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
貸

付
な
ら
び
に
設
備
譲
渡
の
申
込
み

受
付
が
つ
ぎ
の
と
お
り
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

昭和44年 5月1日

，/
J
 

マ
申
請
受
付
締
切
日

五
月
三
十

一

日

(
期
限
厳
守
の
こ
と
)

マ
受
付
窓
口

大
村
商
工
会
議
所

な
お
く
わ
し
い

こ
と
は
、
商
工

観
光
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

農
地
法
関
係
の

許

可

申

請

五
月
よ
り
毎
月
日
目
締
切

農
地
の
所
有
権
の
移
転
、
農
地

の
転
用
、
小
作
契
約
の
解
消
な
ど

の
許
可
申
請
受
付
を
、
い
ま
ま
で

毎
月
二
十
日
締
切
り
と
し
て
お
り

ま
し
た
が
、

調
査
の
都
合
に
よ
り

五
月
か
ら
毎
月
十
五
日
締
切
り
に
一

変
更
い
た
し
ま
す
。

福
祉
年
金
の
受
給
権
者
は

年
金
所
得
状
況
届

の

提

出

を

福
祉
年
金
を
受
け
て
お
ら
れ
る

国民健康保険税の納期がかわります

国民健康保険税額は、その年の 7月に決定するため、従来は 5月

に仮徴収をおこなっておりま したが、昭和44年度より仮徴収を廃止

して、本算定による確定賦課のみとな りま したので、納期の月がつ

ぎのように改正になりま した。

国民健康保険税納期一覧表

期 53U 改正前 (43年度) I 改正 後 (44年度)

第 1期 5月15日から 5月末日まで 7月15日から 7月末日まで

第 2期 7月15日から 7月末日まで 9月15日から 9月末日まで

第 3期 9月15日から 9月末日まで10月15日から10月末日まで

第 4期 ill--
11月15日から11月末日まで

第 5期 1月15日から l月末日まで 1月15日から 1月末日まで

第 B期 3月15日から 3月末日まで 3月15日から 3月末 日まで

方
は、

毎
年
五
月
に
福
祉
年
金
所

得
状
況
届
を
提
出
す
る
よ
う
に
き

間日 l 医 院 名 |所在地 1電話

;i;i i 臨時liiii
時ii iiiilii 
日1iiiii;11jji 
ii1i i i iliijgi 

め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。五

月
分
の
支

給
を
受
け
ら
れ

た
ら
、
た
だ
ち

に
年
金
証
書
と

印
か
ん
を
持
参

し
て
、
保
険
年

金
課
ま
た
は
最

寄
り
の
出
張
所

で
手
続
を
す
ま

5月中日曜当番医

J 

せ
て
く
だ
さ
い
。

【
訂
正
】

四
月
二
十
日
号
を
つ
ぎ
の
と
お

り
訂
正
し
ま
す
。

一
頁
「
林
野
火
災
に
注
意
し
よ

う
」
の
記
事
中
、
「
す
ぐ
に

一一

O
番
に
通
報
」
を、

「す
ぐ
に
一

一
九
番
に
通
報
」
に
訂
正
し
ま
す

…
た
ば
こ
消
費
税
は
貴
重
な
市

一
の
財
源
で
す
。

…
た
ば
こ
は
ぜ
ひ
市
内
の
小
売

…
庖
で
買
い
ま
し
ょ
う
。

J 

/ 


